
氏名 角谷　常子

学部担当科目

・東洋史講読
・東洋史概論
・東洋史史料実習
・史学研究法
・東洋史演習

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・国際文化財史料学特殊講義
・国際文化財史料学演習

授業科目

平　成　24　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本秦漢史学会・東洋史研究会・東方学会・中国出土資料学会・木簡学会

中国古代出土文字資料の研究

・実物史料（木簡・古銭）を用いた、体感できる授業に努めている。
・中国の歴史に完結することなく、日本との比較、日本との関係性という視点を重視している。

・木簡学会委員、日本秦漢史学会幹事、『古代文化』編集委員
・日本セカンドライフ協会　歴史講座（４回　於大阪）

京都大学大学院文学研究科博士課程　単位取得退学

博士（文学）

中国古代史

最終学歴

【研究上の特記事項】

・「東アジア木簡学木簡学の確立」（科学研究費補助金・基盤研究A　研究代表者）
・「『九章算術』の『算数書』との比較及び数学史における位置づけの検討」（科学研究費補助金・
基盤研究C　分担研究者）
・「中国古代簡牘の横断領域的研究」（ＡＡ研共同利用共同研究課題　共同研究者）
・「漢簡語彙の研究」班共同研究員（京都大学人文科学研究所）

専門分野

所属学会

研究課題

【教育上の特記事項】

【社会的活動】

【学内活動】
（学内職歴を含む）

・国際交流委員、人事委員、セクシュアルハラスメント防止委員、総合研究所運営委員

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目

・東洋史概論



単

単

④

②

⑤

①牘と冊書

③

④

⑤

①

③

（その他）

②

⑤

⑤

④

③

（学会発表）

①里耶秦簡における単独簡に
ついて

②

②

③

④

牘と冊書の使い分けとその意味につい
て述べた。

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の

名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

2013年1月
里耶秦簡にみえる単独簡について、そ
の特徴と意味を考察した。

『奈良史学』

中国簡帛国際論壇
2012秦簡牘研究

2012年11月17日


